
テラスマイル 代表取締役 生駒祐一

～九州の農業経営をデジタル化し、スマートな農業を推進する基盤技術～

「RightARM」による様々なデータを利活用した
農業経営の見える化・予測・最適化

平成３０年度地域ＩＣＴ/ＩｏＴ実装推進セミナーin佐賀



20分間の中でご紹介すること（導入事例）

1. 戦略的情報通信研究開発推進事業の概要

2. 事業に至った背景（自己紹介含め）

3. 事業を実施するにあたって工夫した点

4. 今後の展開
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「農業経営の予測と費用対効果シミュレーションシステムの構築の研究開発」の概要
研究代表者 ：生駒祐一○・金田千広

参画研究機関名 ：テラスマイル株式会社
研究開発期間 ：平成29年度
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※茶文字が今回の研究開発範囲
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今までコンサルティングで行っていたサービスを
人工知能等を活用して自動化し、社会基盤構築に貢献する。
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172210106総務省戦略的情報通信研究開発推進事業 SCOPE(2018)



RIGHTARM クラウドサービス画面
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※出荷予測はpythonプログラムを活用



事業に至った背景
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自己紹介・テラスマイル紹介

東証一部上場企業にて、SI・医療・FAの新規事
業を担当後、関連会社であった農業生産法人
（宮崎市 2.8ha ミニトマト）の立上げ・運
営に携わる。2010年 グロービス経営大学院
を卒業（MBA）

2014年「楽しく働く街づくり」をビジョンに
掲げテラスマイル(株)を創業。

創業後4年間は、主に県・自治体の農業コンサ
ルティングプロジェクト（スマート農業・デー
タ分析・産地育成・経営支援など）に従事。

2017年12月、過去の経験をもとに、農業経営
者が経営の見える化と、出荷量の予測が行える
クラウドシステム「RightARM」を開発した。
2018年3月には出荷予測機能を実装。

RightARMは、現在、生産者グループ・生産法
人・国先端プロ・自治体スマート農業の普及推
進事業にて、180圃場・900区画・15万件（出
荷量データ等）を蓄積し、利活用されている。

農林水産省 人工知能未来農業創造事業
(2017)・高度先端型技術実装促進事業
(2018）、経済産業省 九州IoT活用事例
(2017)、総務省 戦略的情報通信研究開発推進
事業 SCOPE(2018)
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担い手が年々減少する中、若手の産地維持と所得向上目指した取り組みをサポート
（次世代の担い手育成モデルとして体系化し、各自治体にも紹介）

2015年

ビジョン策定

2016年

PDCA加速

平均反収 10 → 15.8トン

2020年

平均反収

16.5トンの確立

2014年
平均反収
10トン程度

篤農家インタビュー 未来を語る会

勉強会 週次圃場巡回 生育調査

分析データ共有
（定例会）

【契約当初】

西都ハッピーマン 経営力強化プロジェクト
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【昨シーズン】



2016-17シーズンデータ活用フロー

▪ 今シーズンは、インプット情報の幅も広がり、評価改善の取り組みが行われている。
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事業を実施するにあたって工夫した点
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工夫したこと

1. 価値観：見える化→予測→最適化→最適配置

2. 事前スキル：自社内に判断基準・説明変数の設定スキルを持つ

3. 事業推進体制：生産者（販売キーマン）の巻き込み

4. 研究開発スタイル：アジャイル開発

5. 研究開発システム：tableau＊機械学習

6. 戦略：九州におけるデジタル基盤の構築を見据えた事業連携



今年度 出荷予測アルゴリズムの実装促進を実施
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出所：農林水産省 農業技術会議 公募資料より

▪ 2018年 実証～本格展開：トマト・ピーマン ※地域性・作型を一部実装

▪ 2018年 アルゴリズム実装：キュウリ、レタス、ミニトマト、茶、ダイコン・キャベツ



現在の取り組み状況・実績
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【山口・九州以外】
• 露地野菜 経営分析
• 都市近郊野菜 経営分析
• 夏秋ミニトマト 出荷予測
• 夏秋パプリカ 出荷予測
• トマト 出荷予測
• 水耕レタス 出荷予測
• 水菜・小松菜 経営分析
• イチゴ 経営分析
• トマト 出荷先の最適化

【宮崎県】
• 施設園芸 経営分析
• 冬春ピーマン 出荷予測
• 高糖度トマト 出荷予測
• ミニトマト 出荷予測
• キュウリ 出荷予測
• カラーピーマン 出荷予測
• 露地キャベツ 出荷予測
• 高糖度トマト 販売支援
• 冬春ピーマン 販売支援
• 地域商社 スマート流通
• 養豚・水稲・果樹 分析
• トマト 企業参入支援

【各市町村】
• スマート農業事業 開発支援
• 行政普及員・JA営農研修

【鹿児島県】
• 冬春ピーマン データ分析
• 冬春ピーマン 出荷予測
• 茶 データ分析・経営管理
• 地域商社 スマート流通

【佐賀県】
• キュウリ 導入効果検証
• アスパラガス 経営分析
• 茶 データ分析
• 茶 収穫の最適化

【長崎県】
• レタス 導入効果検証

【熊本県】
• トマト 導入効果検証
• ニラ 経営分析
• 露地野菜 経営分析
• 露地野菜 出荷予測
• 露地野菜 企業参入支援

【福岡県】
• ミニトマト 経営分析
• ミニトマト 出荷予測
• 地域商社 スマート流通

800区画突破
農業法人・自治体・研究等



取り組み事例

©Terrace mile.INC 2018 2018/8/17

15



©Terrace mile.INC 2018 2018/8/17

16

門川町高糖度トマト部会
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記事：九州経済調査月報 4月号アグリプレナーの実践より抜粋
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▪温度・湿度

▪照度・日射

▪CO2

▪飽差・露点

▪DIF（昼夜温差）

▪EC

▪地温 など
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▪サイズ

▪糖度

▪大きさ

▪出荷日

▪取れたハウス

▪出荷する規格

▪（販売先）



クロスエイジ社のブースにて詳細を展示しています。
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クロスエイジ社との取り組み



おまけ

次の前田さんのセッションにて



ご清聴ありがとうございました。

テラスマイル株式会社 代表取締役 生駒祐一

問合せ先： KAIZEN@TERASUMA.JP
電話番号：0537-28-7770（静岡LAB.）

福岡ワークスペース：BIZCOLI


